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著作権を伴わないデータを共有するとは、どういうことを意味するのか？
出版論文からデータ部分を機械的に収集して、研究に資する目的でデータ集やデータベースとして公表する場合、
どのような権利を理解しておくべきなのか？
英語・日本語の講演に続いて、ブレイクセッションでは著作権の専門家が皆様からの事前質問にお答えします．
ご質問のある方は参加登録の際にお知らせ下さい．

RegisterNOW参加無料：要事前登録
FREE Admission, Pre-registration by E-mail Required

kagaku@ml.nims.go.jp
科学情報室 Scienti�c Information O�ce

主 催 企画部門科学情報室／情報統合型物質・材料開発イニシアティブ（MI2I）
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データ収集から集積、共有まで
 　　　　　　　̶ 高分子データの場合
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オープンサイエンスに向けたデータ共有
　　　　　　　　̶ 著作権の側面から
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Global trends in research data publication
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